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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 11,274 ― △261 ― △159 ― △126 ―
20年3月期第1四半期 12,804 1.5 △75 ― 17 △90.3 △56 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 △3.84 ―
20年3月期第1四半期 △1.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 66,327 18,843 28.4 571.84
20年3月期 66,330 18,970 28.6 575.67

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  18,843百万円 20年3月期  18,970百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 12.00 12.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 12.00 12.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 34,500 ― 300 ― 350 ― 100 ― 3.03
通期 88,200 9.5 2,400 △10.0 2,450 △9.3 1,060 1.2 32.17

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．平成20年5月15日発表の通期連結業績予想を修正しておりません。上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 
   実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、３ページ 【定性的情報・財務諸表等】３．連結業 
   績予想に関する定性的情報をご参照ください。 
 ２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 
   指針第1４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  34,000,000株 20年3月期  34,000,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  1,048,056株 20年3月期  1,046,009株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  32,952,795株 20年3月期第1四半期  32,956,189株



【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

   当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融市場

  の混乱や、原油・原材料の高騰、ガソリンや食料品価格の上昇などの影響により、企業の設備投資や個人消費の伸び

  が鈍化するなど、景気の減速感が急速に強くなってきました。 

    当社グループの関連事業の環境は、設備工事事業につきましては、民需はほぼ横這い状況にあるものの、官公需は

  減少の一途で、全体として需要の低迷が続く中で、建設資材の高騰によるコスト上昇圧力が強まるなど厳しい収益環

  境に置かれております。 

   精密環境制御機器の製造販売事業につきましては、半導体製造装置向けにつきましては、景気減速による消費の縮

  小懸念などを背景に、半導体メーカーは慎重な設備投資姿勢を示しており、需要は低調な水準で推移しております。

  一方、液晶製造装置向けにつきましては、液晶パネル製造メーカーの設備投資の回復により、順調に受注が回復して

  おります。 

   こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第１

  四半期連結累計期間の売上高は112億７千４百万円（前年同期比 11.9％減少）、営業利益は△２億６千１百万円、経

    常利益は△１億５千９百万円、四半期純利益は△１億２千６百万円となりました。 

  
   事業の種類別セグメントの概況は次のとおりです。  

   <設備工事事業>  

     売上高     9,558百万円  （△12.1％） 

     営業利益       52百万円  （  － ） 

      受注高は186億９千３百万円で前年同期比15.0％の減少となりました。 

      売上高は前年同期比12.1％の減少となりましたが、工事採算の改善努力により、売上総利益は前年同期を上

      回り、その結果、営業利益は前年同期の赤字から黒字に転化しました。 

   <機器製造販売事業> 

     売上高     1,716百万円  （△11.1％） 

     営業利益    △314百万円  （  － ） 

      受注高は30億６百万円で前年同期比49.8％の増加となりました。 

      売上高につきましては、半導体向けの減少、液晶向けの増加などのプロダクトミックスの変動により、当第

      １四半期連結会計期間は出荷が伸びず、前年同期比11.1％の減少となりました。 

      売上高の減少と一部製品の開発コストの負担増により売上総利益が減少したことと経費負担の増加により、

      営業利益は３億１千４百万円の赤字となりました。  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

  （１）資産、負債及び純資産の状況  

     当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が663億２千７百万円(前年度末比 ３百万円減少)となりま

    した。主な増加は、未成工事支出金の増加45億２千７百万円、共同企業体工事の立替金などのその他資産の増加

    15億９千３百万円、現金及び預金の増加14億１千２百万円です。主な減少は、受取手形・完成工事未収入金等の

        減少77億９千４百万円です。 

      負債総額は474億８千３百万円(前年度末比 １億２千３百万円増加)となりました。主な増加は、未成工事受入

    金の増加37億８千６百万円、主な減少は、支払手形・工事未払金等の減少35億９千９百万円です。 

     純資産は188億４千３百万円(前年度末比 １億２千７百万円減少)となりました。これは、配当金の支払３億９

    千５百万円、当四半期純損失１億２千６百万円、その他有価証券評価差額金の増加４億２千１百万円などによる

    ものです。 

  

  （２）キャッシュ・フローの状況  

     当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より14

    億１千２百万円増加し、75億３千７百万円となりました。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

     当第１四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は10億４千２百万円（前年同期比44億３千２百

    万円の増加）となりました。これは、売掛債権の回収や仕掛工事の未成工事受入金などの収入が、原価投入、買

    掛債務の支払いなどの支出を上回ったことによるものです。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー）  

     当第１四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は９億１千８百万円（前年同期比23億２千３百

    万円の増加）となりました。これは、主として投資有価証券10億円の償還による収入があったことによるもので

    す。  

   （財務活動によるキャッシュ・フロー）   

     当第１四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は５億２千２百万円（前年同期比９億円の減 

    少）となりました。これは、借入金の返済と配当金の支払いによるものです。  



３．連結業績予想に関する定性的情報 

   当社グループのコア事業である設備工事事業につきましては、通常の営業形態として、売上高が第３四半期以降に

    偏る傾向があり、季節的変動があります。機器製造販売事業につきましては、受注高が順調な伸びを示しており、第

    ２四半期以降の売上高の増加が見込まれます。 

   当第１四半期における業績は、概ね予想通りに推移しており、平成20年５月15日付けの平成20年３月期決算短信で

    発表いたしました平成21年３月期の業績予想に変更はありません。 

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

     該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

         １．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

       当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

      められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

         ２．たな卸資産の評価方法 

       当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

      卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

       また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

         り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

     ３．固定資産の減価償却費の算定方法  

       定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

            によっております 

  

    ４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

              法人税の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

      っております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

      時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績

      予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

   （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

          １．四半期連結財務諸表の作成方法  

              当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

            年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

           （昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。 

  

          ２．重要な資産の評価基準の変更  

       たな卸資産 

        製品、仕掛品及び材料貯蔵品 

                従来、原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

        基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対照表価額

        については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

           なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

  

     ３．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

          当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

            い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。  

             なお、この変更による損益への影響はありません。 

  

     ４．完成工事高の計上基準の変更 

       従来、完成工事高の計上は、工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、平

      成20年４月１日以後に新たに着手した工事で、工事期間が１年以上でかつ請負金額が３億円以上の工事につ

      いては、工事進行基準を適用することに変更いたしました。この変更は、請負工事の予算管理システムの拡

      充に伴い、完成工事高の計上基準を見直す環境が整備され、四半期報告制度導入のもと開示される期間損益

      情報の一層の適正化を図るために行ったものであります。 

              なお、この変更による売上高及び損益への影響は軽微であります。 

  

  



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,537 6,124

受取手形・完成工事未収入金等 23,553 31,348

未成工事支出金 14,748 10,221

その他のたな卸資産 2,124 1,225

その他 3,792 2,198

貸倒引当金 △33 △35

流動資産合計 51,723 51,082

固定資産   

有形固定資産 5,049 5,051

無形固定資産 326 351

投資その他の資産   

投資有価証券 7,975 8,253

その他 1,382 1,722

貸倒引当金 △129 △130

投資その他の資産計 9,228 9,845

固定資産合計 14,603 15,248

資産合計 66,327 66,330

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 27,673 31,273

短期借入金 4,004 4,004

未払法人税等 167 361

未成工事受入金 8,862 5,076

引当金 64 121

その他 2,086 1,697

流動負債合計 42,859 42,535

固定負債   

長期借入金 1,866 1,992

退職給付引当金 2,475 2,551

その他 282 281

固定負債合計 4,624 4,825

負債合計 47,483 47,360



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,857 3,857

資本剰余金 3,721 3,721

利益剰余金 10,082 10,604

自己株式 △373 △373

株主資本合計 17,287 17,810

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,591 1,169

為替換算調整勘定 △35 △9

評価・換算差額等合計 1,555 1,160

純資産合計 18,843 18,970

負債純資産合計 66,327 66,330



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 11,274

売上原価 10,176

売上総利益 1,098

販売費及び一般管理費 1,359

営業損失（△） △261

営業外収益  

受取利息 1

受取配当金 127

その他 22

営業外収益合計 151

営業外費用  

支払利息 37

その他 10

営業外費用合計 48

経常損失（△） △159

特別利益  

貸倒引当金戻入額 3

補助金収入 3

特別利益合計 6

特別損失  

固定資産売却損 0

特別損失合計 0

税金等調整前四半期純損失（△） △152

法人税、住民税及び事業税 21

法人税等調整額 △47

法人税等合計 △26

四半期純損失（△） △126



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △152

減価償却費 97

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △76

受取利息及び受取配当金 △129

支払利息 37

有形固定資産売却損益（△は益） 0

売上債権の増減額（△は増加） 7,794

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △5,426

仕入債務の増減額（△は減少） △3,569

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,786

その他 △1,240

小計 1,123

利息及び配当金の受取額 129

利息の支払額 △35

法人税等の支払額 △174

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,042

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △71

投資有価証券の取得による支出 △7

投資有価証券の償還による収入 1,000

その他 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー 918

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △126

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △395

財務活動によるキャッシュ・フロー △522

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,412

現金及び現金同等物の期首残高 6,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,537



（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

    当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

     （注）１．事業区分の方法 

       日本標準産業分類に基づいて区分しております。 

        ２．各区分に属する主要な事業の内容 

        ３．会計処理の方法の変更 

            （完成工事高の計上基準の変更）  

           従来、完成工事高の計上は、工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間

          より、平成20年４月１日以後に新たに着手した工事で、工事期間が１年以上でかつ請負金額が３億

          円以上の工事については、工事進行基準を適用することに変更いたしました。この変更は、請負工

          事の予算管理システムの拡充に伴い、完成工事高の計上基準を見直す環境が整備され、四半期報告

          制度導入のもと開示される期間損益情報の一層の適正化を図るために行ったものであります。 

             なお、この変更による売上高及び損益への影響は軽微であります。  

【所在地別セグメント情報】 

    当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載 

を省略しております。 

  

【海外売上高】 

    当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  
設備工事 
事  業 
（百万円） 

機器製造 
販売事業 
（百万円） 

  
計 

（百万円） 

  
消去又は全社 
（百万円） 

  
連結 

（百万円） 

売 上 高          

(1）外部顧客に対する売上高 9,558 1,716 11,274 ― 11,274 

(2）セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
5 ― 5 (5) ― 

計 9,563 1,716 11,280 (5) 11,274 

営業利益又は営業損失(△) 52 △314 △261 ― △261 

設備工事事業 ：空気調和衛生設備の設計・監督・施工 

機器製造販売事業 ：精密環境制御機器の製造販売 



「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年６月30日） 

売上高   12,804

売上原価   11,513

売上総利益   1,290

販売費及び一般管理費 1,366

営業損失（△）   △75

営業外収益   125

営業外費用   32

経常利益   17

特別利益   2

特別損失   33

税金等調整前四半期純損失（△）   △14

税金費用   42

四半期純損失（△）   △56



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
前年同四半期 

（平成20年３月期 
第１四半期） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益(△)純損失 △14 

減価償却費 102 

売上債権の減少額 5,772 

未成工事支出金等の減少・増加(△)額 △2,510 

仕入債務の増加・減少(△)額 △5,197 

未成工事受入金の増加額 1,645 

その他 △2,240 

小 計 △2,442 

法人税等の還付・支払(△)額 △1,033 

その他  85 

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,390 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産・無形固定資産の取得による
支出  

△1,188 

投資有価証券の取得による支出  △228 

投資有価証券の売却等による収入  3 

その他  8 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,404 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加額 900 

長期借入金の返済による支出 △126 

自己株式の純増加(△)額  △0 

配当金の支払額  △395 

財務活動によるキャッシュ・フロー 378 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加・減少(△)額 △4,422 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 10,410 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 5,988 



（３）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

    前第１四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日） 

  

  

【所在地別セグメント情報】 

前年同四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載 

を省略しております。  

【海外売上高】 

前年同四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  
設備工事 
事  業 
（百万円） 

機器製造 
販売事業 
（百万円） 

  
計 

（百万円） 

  
消去又は全社 
（百万円） 

  
連結 

（百万円） 

売 上 高          

(1）外部顧客に対する売上高 10,874 1,930 12,804 ― 12,804 

(2）セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 10,874 1,930 12,804 ― 12,804 

営業利益又は営業損失(△) △122 47 △75 ― △75 



６．事業種別受注高

  (1)連結受注高

（単位：百万円）

16,836 ( 70.1 %) 15,067 ( 69.4 %) △ 1,769 △ 10.5 %

設備工事事業 5,162 ( 21.5 %) 3,625 ( 16.7 %) △ 1,536 △ 29.8 %

21,999 ( 91.6 %) 18,693 ( 86.1 %) △ 3,305 △ 15.0 %

2,007 ( 8.4 %) 3,006 ( 13.9 %) 999 49.8 %

24,006 ( 100.0 %) 21,699 ( 100.0 %) △ 2,306 △ 9.6 %

  (2)個別受注高

（単位：百万円）

16,673 ( 70.0 %) 14,816 ( 69.2 %) △ 1,856 △ 11.1 %

設備工事事業 5,135 ( 21.6 %) 3,605 ( 16.8 %) △ 1,530 △ 29.8 %

21,809 ( 91.6 %) 18,422 ( 86.0 %) △ 3,386 △ 15.5 %

2,007 ( 8.4 %) 3,006 ( 14.0 %) 999 49.8 %

23,816 ( 100.0 %) 21,428 ( 100.0 %) △ 2,387 △ 10.0 %合 計

空 調 工 事

衛 生 工 事

計

機 器 製 造 販 売 事 業

比 較 増 減平成20年3月期 平成21年3月期

第１四半期 第１四半期

合 計

区分
前年同四半期 当四半期

比 較 増 減

衛 生 工 事

計

機 器 製 造 販 売 事 業

増減率

増減率

第１四半期

空 調 工 事

平成20年3月期 平成21年3月期

当四半期

第１四半期

区分
前年同四半期
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